
 

 

ひすいの里総合学校の学習評価は前期と後期の２期制で区切っているため、今月お渡しする通知票はあ

りませんが、９月から 12月までの児童生徒の「がんばり」には大きな花丸を贈りたいと思います。代表的な

ものでは、修学旅行での礼儀正しい行動、親善陸上大会での奮闘、創立 10周年記念発表会・式典での活躍、

職場体験での仕事ぶり等々、どれもすばらしく、とても感心させられました。これらは、その時その時の「が

んばり」はもちろん大事ですが、日々の学習を一つ一つしっかり積み重ねた成果です。一人ひとりが確実に

成長している姿がとても頼もしく、嬉しく感じました。３学期も大いに期待しています。 

 

 

感染防止対策を行いながら、11 月９日と 11 月 16 日に、糸魚川小学校４年生との交流学習を実施しま

した。初日の９日は、ウォークラリーとして糸魚川小学校内のポイントをグループで巡り課題のゲームやクイ

ズに挑戦しました。開会式前、体育館で待つひすいっ子を糸魚川小学校の児童が迎えに来てくれました。最

初は互いに緊張や戸惑いからか、名前を呼ぶ声も、応える声も小さく、相手に上手く伝わらないこともあり

ました。しかし、車座に座り、互いに視線を合わせたり、自己紹介で相手の存在を意識したりする内に、次第

に笑顔が咲き始め、声や動作も大きくなっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

16 日は、2 回目ということもあり、スムーズなスタートとなりました。グループごとに大きな紙の上で絵

の具を付けたボールを転がし、作品を仕上げました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

ドキドキを乗り越え、友達と関わることの楽しさを感じることができたなら大成功です。 

もちろんどうしても集団が苦手な子もいます。その子なりの付き合い方が見つかればそれも大成功です。 

※交流の様子は糸魚川小学校のホームページ（４年生のページや学校だより７号）でも紹介されています。

https://www.itoigawa.ed.jp/itosyo 
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中学部では、学校生活全体を通して、日常生活に必要なスキルや体

力、コミュニケーション力を身につける学習に取り組んでいます。特に

「キャリア教育」の視点からは、地域の公共施設の見学や利用、校内実

習（働く実習）、職場体験を設定して将来の社会生活に必要な基礎力

を育んでいます。 

今年度の校内実習は 11月 16日から土日を除き22日までの５日

間行いました。校内実習では体験先に合わせた作業種の他、畑作業や

清掃作業にも取り組みました。 

校内実習を経ていよいよ職場体験です。11

月 24 日と 25 日の２日間、地域の３カ所の福

祉作業所に分かれて体験を実施しました。 

結団式では、個々に決めた目標を発表し合い

決意を固めました。また、地域の学習でお世話

になった方々からも激励のメッセージが届き、

一段と気合いが入った職場体験となりました。 

各作業所では、校内実習の成果を発揮し、自分の目標に向かって一生懸命に頑張る生徒の姿が見られま

した。２日間という短い期間ではありましたが、働く楽しさと厳しさを体験することができました。 

実習を終えた生徒が実習先に宛てたお礼状の一部より 

 

 

 

 

 

 

 

 

  長いお休みに入ります。クリスマスや年末年始と楽しい予定も多いと思いますが、生活のリズムが崩れ

たり、暴飲暴食になったりしやすい時期でもあります。また、疲れがたまると免疫力が低下し、各種感染症

にも罹患しやすくなります。規則正しい生活と感染予防策の継続に留意するよう、保護者の皆様からもご支

援をお願いいたします。全員揃って新年・新学期を迎えることを楽しみにしています。 

 休業中でも病気や事故、心配な点などありましたら、学校または教頭携帯（別紙記載）までご連絡ください。 

２日間おしごとをさせていただき、「はたらく上で大切なこと」は、しゅうちゅうしてしごと

をすることであると感じました。せんぱいのみなさんのはたらくすがたを見て、じぶんもす

すんでかかわりたいと思いました。 

 

校内実習 

（糸小図書館の清掃） 

結団式

職場体験の様子（各作業所での活動）


